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「複合開発街区ネーミング」および「マンションの正式名称」を決定 

『(仮称)京都桂川【駅前最大級】プロジェクト』 
ＪＲ桂川駅前複合開発街区の核となる京都府最大規模マンション※ 
経済産業省「スマートマンション導入加速化推進事業」に採択 

平成２６年６月上旬モデルルームオープン 

 近鉄不動産株式会社、野村不動産株式会社、ジェイアール西日本不動産開発株式会社、近畿菱重興産株式会社、住

友商事株式会社および株式会社長谷工コーポレーションは、ＪＲ京都線「桂川」駅前に広がる甲子園球場の５倍超に

もなる複合開発街区（キリンビール京都工場跡地）において、京都府駅前最大※となる総戸数４３１戸の大規模マンシ

ョン『(仮称)京都桂川【駅前最大級】プロジェクト（京都市南区）』を建設中でございますが、この度、「ＪＲ桂川駅前

複合開発街区のネーミング（愛称）」と「マンションプロジェクトの正式名称」が決定し、モデルルームを６月上旬よ

りオープンする運びとなりましたのでお知らせ致します。また、本物件は、本年３月２５日に経済産業省「スマート

マンション導入加速化推進事業」に採択されました。 

※過去20年、京都府において、駅徒歩3分以内で総戸数が最大となります。ＭＲＣ調べ（平成26年3月） 

＜(仮称)京都桂川【駅前最大級】プロジェクトの主な特徴＞ 

①甲子園球場の５倍超にもなる「キリンビール京都工場跡地」の大規模駅前複合開発街区に立地 

②本物件のほか全体計画では、約１千戸（９９０戸《予定》）となる京都府駅前最大※のマンションプロジェクト 

③大規模分譲マンション事業に豊富な実績を残す６社の共同事業 

④経済産業省「スマートマンション導入加速化推進事業」採択物件（現時点では全体計画のうち本物件のみ） 
⑤全国初のＬＰＧ災害対応型エコウィルプラスシステムを搭載した安心の防災計画（共用部） 
⑥先端的な外観デザイン「ダブルマリオン」および「桂離宮」の思想を承継した設計コンセプト「奥に秘する美」 
⑦大規模マンションならではの充実した共用施設 

⑧３ヶ月間で問合せ総数約２，８００件の大反響 
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＜(仮称)京都桂川【駅前最大級】プロジェクトの主な特徴＞ 

①甲子園球場の５倍超にもなる「キリンビール京都工場跡地」の大規模駅前複合開発街区に立地 

ＪＲ桂川駅 

阪急洛西口駅 

本物件敷地 

複合開発街区図 

 平成11年にキリンビール京都工場が操業を停止したため、工場跡地に甲子園球場の５倍超の大規模な遊休地 

 が生じました。そこで、周辺地域と一体的な土地区画整理事業が実施され、公共施設の整備、拡充を行うことに 

 よって健全な市街地と新しい都市拠点の整備を図りました。平成20年にＪＲ京都線「桂川」駅が開業し、工場跡地に 

 は、本物件（平成27年8月竣工予定）を初め、イオンモール京都桂川（今秋開業予定）、洛南高等学校附属小学校 

 （開校済）、オムロンヘルスケア（開業済）、京都銀行研修センター（開業済）、京都トヨタ自動車・ネッツトヨタヤサカ・ 
 スズキ自販京都（何れも今秋開業予定）が計画されました。現在、鋭意建設が進められ、街の全容が整いつつあります。 

②本物件のほか全体計画では、約１千戸（９９０戸≪予定≫）となる京都府駅前最大※のマンションプロジェクト 

・次期分譲マンション予定地（①162戸予定、②397戸予定）を合わせると９９０戸の超大型マンションプロジェクト 

・駅前複合開発街区のランドマークとなる京都府駅前最大規模マンションプロジェクトの第１弾（総戸数４３１戸） 
・徒歩２分のＪＲ京都線「桂川」駅、徒歩７分の阪急京都線「洛西口」駅から近畿一円へ快適アクセス 

・イオン系列としては京都府最大級の「イオンモール京都桂川（今秋開業予定）」が目の前の利便性 

・「桂離宮」が近くに佇む歴史深く、由緒ある地域に、複合開発街区と最先端の大規模スマートマンションが誕生 
※過去20年、京都府において、駅徒歩3分以内で総戸数が最大となります。ＭＲＣ調べ（平成26年3月） 

ＪＲ桂川駅前のランドマークとなる本物件（左）と着工前の駅前周辺 



③大規模分譲マンション事業に豊富な実績を残す６社の共同事業 

尼崎Ｄ．Ｃ． 

総戸数883戸/平成26年8月竣工予定/分譲済 

             （一部竣工済） 

ザ・千里タワー 

総戸数356戸/平成21年6月竣工/分譲済 

プラウドシティ神戸名谷 

総戸数434戸/平成25年9月竣工/分譲済 

 本物件は、大規模分譲マンション事業に豊富な実績を残す６社が事業主です。６社は、これまでも近畿圏および 

 首都圏を中心に大規模分譲マンションを供給しており、十分な実績を積んでいます。 

 京都府で注目の駅前複合開発街区に、これまで積み上げた各社の事業ノウハウを余すところなく注ぎ込み、 

 本地区のランドマークとなる京都府駅前最大マンションの建設を鋭意推進して参ります。 
 

ジェイグラン高槻 

総戸数160戸/平成24年2月竣工/分譲済 

ディアエスタ ミオ 桂壱番館 

総戸数62戸/平成17年3月竣工/分譲済 
ブランシエラ二条城 

総戸数47戸/平成26年9月竣工予定 

http://www.haseko.co.jp/hc/index.html
https://www.haseko-sumai.com/kansai/sinki/nj47/


④経済産業省「スマートマンション導入加速化推進事業」採択物件 

※１ＭＥＭＳアグリゲータとは、クラウド等による集中管理システムを保有する事業者で、マンション等の集合住宅に対してマンションエネルギーマネジメントシ  

   ステム（マンション各戸を束ねたエネルギー管理システム、以下ＭＥＭＳという）を導入し、エネルギー管理支援サービスやＭＥＭＳから得られる情報を活 

   用する継続的なサービスを通じて１０％以上の節電（総量）を目標に事業を行う者として、SⅡに登録を受けた者を指します。 

家電制御機能 

●専有部          見える化＋家電制御対応  

●共用部          ﾏﾝｼｮﾝｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ  

⇒エントランス照明の自動制御 ⇒共用部電力のピーク制御  

■「スマートマンション導入加速化推進事業」について  

 本物件は、「スマートマンション導入加速化推進事業」における補助対象  

 事業に採択されました。「スマートマンション導入加速化推進事業」とは、 

 経済産業省が推進し、「エネルギー使用の効率化および電力需要の抑制  

 による無理のない節電マンションを図るマンションなどの集合住宅（スマー  

 トマンション）の普及」を目指すものです。事業採択には、一般社団法人環 

 境共創イニシアチブ（経済産業省より本推進事業の事務局として採択さ 

 れた事業者。以下SⅡという）の審査・登録を受けたＭＥＭＳアグリゲータ 

 ※１のもと、集合住宅のスマート化を行うことが条件となります。 

■本スマートマンションの特徴 

  １．居住者へのサービス品質向上 

    ①安価な電気料金（５％安く） 
    ②ＨＥＭＳ → 「見える化」で省エネ行動（節電） → 赤外線コントローラーで家電制御  

        ・電気使用量がスマートフォンやパソコンでリアルタイム（３０分毎）で確認できる。 

  ２．セキュリティ強化 

    ・遠隔で自動検針のため、検針時のマンション内の立入不要 

  ３．将来への備え 

    ・時間帯別などデマンドレスポンス（電力の安定供給を図るシステム）への対応準備 

    ●ＨＥＭＳゲートウェイ→ＥＣＨＯＮＥＴ Ｌｉｔｅ対応家電の自動制御→マンション全体の電力ピーク制御    

    ●ＭＥＭＳ主装置（デマンドコントローラー）→エントランス照明を除く電灯・動力の自動制御→マンション全体の電 

     力ピーク制御 

※１ ＨＥＭＳとは、Ｈｏｍｅ Ｅｎｅｒｇｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｓｙｓｔｅｍの略称で、ホーム・エネルギー管理システムのこと。 

    情報通信技術を活用し、住宅のエネルギー管理を行うシステムです。 

※２ ＭＥＭＳとは、Ｍａｎｓｉｏｎ Ｅｎｅｒｇｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｓｙｓｔｅｍの略称で、マンション・エネルギー管理システムのこと。 

         情報通信技術を活用し、マンション全体のエネルギー管理を行うシステムです。 



■一括受電システム 

■赤外線コントローラー ■太陽光発電システム（共用部） ■住戸内ダウンライトＬＥＤ 

■ＣＡＳＢＥＥ 

「ＣＡＳＢＥＥ（建築環境総合性能評価システム）」とは、より良い環境品
質・性能の建築物をより少ない環境負荷で実現するための評価システ
ムです（※評価は「Ｓランク（素晴らしい）」、「Ａランク（大変良い）」「Ｂ＋
ランク（良い）」 「Ｂ－ランク（やや劣る）」「Ｃランク（劣る）」の５段階）。省
エネ効果を具体的に算出した「(仮称)京都桂川【駅前最大級】プロジェ
クト」は、次世代給湯システムをはじめ、建物の断熱性強化や外構の
緑化も含めた環境計画が認められ、Ｂ＋ランクで評価認証を取得しまし
た。 

■省エネ等級４ 

省エネ型式認定工法「ＥＣＯＮＩＳⅡ」によって躯体の断熱性能を高め、設計住宅性能評価書の省エネルギー対策
において最高等級である「等級４」を取得。さらに、浴室に高断熱浴槽を採用するなど、省エネに優れた、 

環境に優しい住まいを実現します。 

エネルギーの大きな削減のための対策（エネルギーの使用の合理化に関する法律が規定による建築
主等および特定建築物の所有者の判断の基準に相当する程度）が講じられている。 

電力使用
量見える
化が必要 

スマート
メーター 

節電 

使った電気がリアルタイムで見れる
（３０分毎） 

等級４ 

 

エネルギーの一定程度の削減のための対策が講じられている。 等級３ 

等級２ エネルギーの小さな削減のための対策が講じられている。 

等級１ その他 

専用のアプリをダウンロードすること
で、スマートフォンによるホームオー
トメーションが実現。スマートフォン
の通信圏内であれば、エアコンやテ
レビ、照明といった登録家電製品の
スイッチを遠隔操作でON/OFFでき
ます。 

限りなく降り注ぐ太陽光を直接
電気に変え、エネルギーとして
利用する発電システム。発電時
に、有害な物質や騒音を出さな
いのもメリットです。 

省電力・長寿命・環境に配慮した
LED照明を住戸内のダウンライトに 

使用しています。 

㈱長谷工アネシスが電力会社からマンション単位で高圧電力を一括受電し、変圧器により低圧電力として、個々の
住戸に電力を供給。そのため、月々の電気料金を安く抑えることが可能となります。 



⑤全国初（大阪ガス調べ）のＬＰＧ災害対応型エコウィルプラスシステムを搭載した安心安全の防災計画（共用部） 

【非常用発電機】 

停電時もエレベーター、給水ポンプ等の電源を約２０時
間確保します（上水道の断水時には、受水槽内に貯め
た上水のみ給水ポンプにて供給可能となります。） 

【防災倉庫】 

地震などの万一の災害に備えて、ヘルメットやマスク、簡易担架
ベッド、スコップ、投光器などの防災対策用品を常時備蓄しておく
防災倉庫を敷地内に設置します。 

【非常用飲料水生成システム】 

原水の不純物を除去し、飲料水として生成する非常用
飲料水生成システム「ウェルアップ」を設置しています。 

【井戸】 

断水時に利用できる防災井戸です。トイレ用水などに利用し、
ライフライン復旧までの生活を支援します。 
※直接飲料水には利用できません。 

【エレベーター地震管制運転】 

本震の数秒前の初期微動をセンサーがキャッチして、最
寄りの階に緊急停止する管制運転システムを採用 

【居室壁家具固定下地】 

地震時の揺れによる家具の転倒を防ぐために、家具固定下
地を設置。固定器具や固定金物を取り付けます。 

参考写真 

参考写真 

【ＬＰＧ災害対応型エコウィルプラスシステム】 
本物件では、共用棟の一部に全国初の（大阪ガス調べ）ＬＰＧ災害対応型エコウィルプラスシステムを採用しました。
地震等大規模災害発生時に電気やガスが遮断されても、５０時間以上もエコウィルが作動、「ゲストルーム」での 

電力・シャワー・トイレの使用が可能となります。 
※シャワー・トイレの利用は非常用発電機から給電される約２０時間に限ります。 



⑥先端的な外観デザイン「ダブルマリオン」および「桂離宮」の思想を承継した設計コンセプト「奥に秘する美」 

デザインコンセプトを「ＯＬＤ ＮＥＷ」とし、京都らしい伝統美とモダンで洗練された美の融合を表現します。 

デザインコンセプト 

京都府【駅前最大】総戸数４３１戸のスケールを包む外観ファサードは、空への上昇感を醸し出す白のマリオン（飾り柱）が垂直
のリズムを演出します。美しい水平ラインと相まって整然としたグリッドを描く、シンボリックな佇まいです。 

外観デザイン「ダブルマリオン」 

「月のオブジェ」がアクセント。桂離宮をモチーフに描いた中庭空間。 

 １７世紀につくられた京都のシンボルのひとつ、桂離宮。「日本庭園として最高の名園」と称えられるその庭園は、昔から月見
を愉しむ舞台としても名を馳せてきたといいます。その桂離宮のもつ「奥に秘する美」に倣い、本物件にも落ち着きと穏やかさを
湛えた鑑賞庭園を設けました。エントランスアプローチから中庭への動線計画では、動線を蛇行させることで、視線の移り変わ
りを演出し、奥への期待感を高めています。そしてその先には、月をモチーフにしたオブジェや光壁、紅葉を始めとする多種多
様な植栽を配置することで、京都らしい風情を静かに演出しています。 



【本物件・マンションギャラリー案内図】 【アクセス鉄道路線図】 

⑦大規模マンションならではの充実した共用施設 

敷地面積１１，８００㎡超のスケールを活かして多彩な共用施設をプランニングしています。 

庭園が望めるエントランス ホテルライクな車寄せ 

【敷地配置図】 

Ｄ 

Ｂ Ｃ 
Ｃ 

Ｅ 

Ａ 



本資料は、大阪建設記者クラブ、京都経済記者クラブに配布させて頂いております。 

  

 
【 本 件に関するお問合せ先】  

  近鉄不動産株式会社 財務企画部（広報担当：矢野、山崎） 

   ＴＥＬ：０６－６７７６－３０５７ ＦＡＸ：０６－６７７６－３０５９ 

【一般のお客様からのお問合せ先】 

  (仮称)京都桂川【駅前最大級】プロジェクトマンションギャラリー   

   ＴＥＬ：０１２０－２３４－５５７  

   営業時間：１０時～１８時   

   定休日 ：毎週水曜日 

   ホームページ：                     で検索                     

 

    

駅前最大級 

【事業者概要】 
 ・近鉄不動産株式会社（本社：大阪市天王寺区／取締役社長：澤田 悦郎） 
 ・野村不動産株式会社（本社：東京都新宿区／取締役社長 中井 加明三） 
 ・ジェイアール西日本不動産開発株式会社（本社：兵庫県尼崎市／代表取締役社長：近藤 隆士） 
 ・近畿菱重興産株式会社（本社：神戸市兵庫区／取締役社長：小川 卓治） 
 ・住友商事株式会社（本社：東京都中央区／代表取締役社長：中村 ） 
 ・株式会社長谷工コーポレーション（本社：東京都港区／代表取締役社長：辻 範明） 

【物 件 概 要】 
 名      称 ： （仮称）京都桂川【駅前最大級】プロジェクト  

 所   在  地 ： 京都府京都市南区久世高田町３７３番  

 交            通 ： 東海道本線（JR京都線）「桂川」駅徒歩２分、阪急京都線「洛西口」駅徒歩７分  

 地 域・地 区 ： 商業地域、久世高田・向日寺戸地区地区計画Ａ地区、山並み背景型建造物修景地区、 

             遠景デザイン保全区域  

 地            目 ： 宅地  

 建 ペ イ 率 ：８０％  

 容  積  率 ：３００％  

 敷 地 面 積  ： １１，８７６．７９㎡  

 建   築  面   積  ：  ７，０９１．８５㎡  

 建築延床面積  ： ４２，０２７．０８㎡  

 構 造・規 模 ：鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造 地上１５階建 １棟  

 総  戸  数 ： ４３１戸  

 間  取  り    ：２ＬＤＫ～４ＬＤＫ+Ｎ  

 住居専有面積 ：６２．３４㎡～１０８．３２㎡（トランクルーム面積含む）  
 着 工 時 期 ：平成２５年１２月 

 竣 工 時 期 ：平成２７年８月（予定） 
 引 渡 予 定 ：平成２７年９月（予定）  
 駐  車  場 ：３２７台（自走式２９６台・平面３１台）＊月額使用料未定  

 駐  輪  場 ：８６２台＊月額使用料未定  

 バ イ ク置場 ：   ９０台 ＊月額使用料未定  

 管 理 会 社 ： 近鉄住宅管理株式会社（予定）  
 販売提携（代理）： 近鉄不動産株式会社・野村不動産株式会社・株式会社長谷工アーベスト 

 設 計・監 理 ：株式会社長谷工コーポレーション大阪エンジニアリング事業部  

 施       工 ：株式会社長谷工コーポレーション 

＜販売スケジュール＞ 

  モデルルームオープン：平成２６年６月上旬 

  販 売 開 始 時 期：平成２６年７月 

  予 定 販 売 価 格：２，０００万円台後半～６，０００万円台  

 （平成２６年４月１７日現在） 

http://www.haseko.co.jp/hc/index.html
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１．ＪＲ桂川駅前複合開発街区のネーミング（愛称） 

この度、久世高田・向日寺戸地区街づくり協議会（※構成者）は、ＪＲ桂川駅前のキリンビール京都工場跡地で
開発が進む、複合開発街区のネーミング（愛称）を「京都桂川つむぎの街」と決定致しました。 

■ロゴマーク 

２．大規模マンションプロジェクトの正式名称 

共同事業６社は、本物件の正式名称を「京都桂川つむぎの街 グランスクエア」と決定致しました。ＪＲ桂川駅前に
新しく誕生した複合開発街区の愛称と京都府駅前最大級のマンションプロジェクトであることをストレートに、また、
かつてない生活利便性を追及した次世代レジデンスであることを表現しました。 

 ロゴマークは、多機能複合開発の街において、人と人が出会い、語らい、いろんな輪が紡がれてゆく（結ばれてゆ   

 く）生活シーンをイメージしたデザインを採用しました。キリンビール京都工場跡地の新たな旅立ち（次の麦の恵 

 み）を意図した愛称らしく、“麦”をネーミングのアクセントとして用いました。この街の、あたたかく、そして優しさに  

 満ちた表情を象徴するタウンアイデンティティとして、継続して展開していきます。 

■ロゴマーク 

※構成者（順不同） 
キリンビール、オムロン、京都銀行、洛南高等学校附属小学校、イオンモール、ＪＲ西日本、京都トヨタ、ネッツトヨタヤサカ、 

スズキ自動車販売、近鉄不動産、野村不動産、ＪＲ西日本不動産開発、近畿菱重興産、住友商事、長谷工コーポレーション 

 
ＪＲ桂川駅前複合開発街区ネーミング（愛称）を 

「京都桂川 つむぎの街」に決定 
 

大規模マンションプロジェクトの正式名称を 

「京都桂川 つむぎの街 グランスクエア」に決定 
 
 

 
 
 




